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ロ
謡
マ
書
二
文
書
説
の
再
検
討木

　
下
　
順
　
治
．

　
こ
れ
ま
で
「
p
ー
マ
書
癖
文
書
説
」
を
発
表
し
た
の
は
、
日
本

基
督
教
学
会
や
新
約
学
会
で
の
発
表
等
を
除
き
、
次
の
四
回
で

あ
る
。

の、

c田

@
一
九
六
二
年
、
東
神
大
「
神
学
」
×
×
麟
、
「
ロ
ー
マ
書
の

成
立
に
つ
い
て
」

　
②
　
　
一
九
六
一
二
年
、
　
閲
翌
果
学
院
大
　
「
聖
竜
田
と
神
学
一
　
納
弟
八
”
写
、

吋，

香
c
マ
潜
二
文
書
縫
合
説
に
対
す
る
八
木
批
判
へ
の
反
論
扁

　
捌
　
　
一
九
六
五
年
、
　
Z
O
〈
蝉
ヨ
］
り
Φ
ω
叶
偉
ゆ
ヨ
①
抱
け
¢
ヨ
”
＜
○
轡
く
國
H
W

．
勇
。
ヨ
ゆ
⇔
ω
－
8
毛
○
タ
ー
け
ぎ
α
蔓
。
。
O
o
ヨ
ぴ
言
＆
、
．
b
σ
三
ニ
ピ
Φ
こ
窪
）
’

　
四
・
一
九
六
六
年
、
日
本
基
督
教
会
神
学
校
「
教
会
の
神
学
」
「

王
A
「
ロ
ー
マ
鰍
目
二
文
璽
団
説
再
菰
㎜
」

・
、
「
こ
れ
に
対
し
、
私
の
二
文
書
説
全
体
に
対
し
て
批
判
し
た
も
の

は
次
の
二
つ
で
あ
る
。

　
ω
　
一
九
六
三
年
、
・
八
木
誠
一
「
ロ
ー
マ
書
成
立
に
関
す
る
木

下
説
批
判
」
、
関
策
学
院
大
「
聖
書
と
神
学
」
第
八
号
。

　
働
　
㎞
九
七
三
年
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
聖
書
研
究
所
「
ロ
ー
マ

人
へ
の
手
紙
・
ガ
ラ
テ
や
人
へ
の
手
紙
」
三
四
…
四
六
頁
。
（
U
昏

じ
σ
’
ω
9
づ
。
置
巽
）
・

　
私
の
ロ
…
マ
三
二
文
書
説
の
要
点
は
次
の
諸
点
で
あ
る
。

　
ω
　

一
六
章
は
別
個
の
手
紙
で
あ
る
（
同
㊤
b
O
㊤
年
の
℃
蒔
O
の
発

見
と
8
’
名
．
ζ
鍛
霧
O
P
ω
幹
勺
帥
巳
、
ω
び
Φ
詳
㊤
8
昏
①
菊
O
ヨ
¢
　
誘
－

p。

ﾌ
山
○
ひ
¢
湊
（
む
瞬
O
Q
）
に
よ
り
決
定
的
に
な
っ
た
と
み
て
よ
い
）
。

ロ
ー
マ
書
は
」
五
章
ま
で
。

　
②
　
ロ
ー
マ
喬
（
一
一
一
五
章
）
の
前
文
と
後
文
は
異
邦
人
を

判
あ
な
た
方
」
と
呼
ん
で
い
る
の
で
ロ
ー
マ
書
の
宛
先
は
異
邦
人

で
あ
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
は
な
い
（
丁
五
一
六
、
一
三
、
一
五
二
四

一
一
六
）
。
・
故
に
ユ
ダ
ヤ
人
対
象
の
部
分
は
他
の
平
平
と
み
る
べ
ぎ

で
あ
る
。

．
．
㈹
内
現
在
の
ロ
ー
マ
書
に
は
文
体
の
相
違
が
あ
る
。

・
、
㈲
　
文
章
体
一
異
邦
人
を
斎
忌
と
す
る
部
分
。

．
，
⑧
　
デ
ィ
ア
ト
リ
ー
ベ
体
ー
ユ
ダ
や
人
を
対
象
と
す
る
部
分

　
（
説
教
ノ
ギ
ト
と
思
わ
れ
る
）
。

　
鰯
．
、
二
文
書
縫
合
の
あ
と
と
思
わ
れ
る
継
ぎ
目
に
、
加
筆
A
語
句

の
変
更
の
な
さ
れ
た
痕
跡
が
あ
る
。
（
二
．
一
、
七
．
二
二
と
八
・
一
、

三
・
二
・
一
t
二
六
の
前
後
＼
　
一
二
．
一
、
　
一
五
．
四
な
ど
）
‘
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㈲
　
二
文
書
に
分
割
す
る
と
、
異
邦
人
向
け
の
福
音
の
主
張
と

ユ
ダ
ヤ
人
向
け
の
律
法
の
義
に
対
す
る
信
仰
の
義
の
主
張
と
が

夫
々
明
確
に
さ
れ
、
論
旨
が
鮮
明
に
な
る
。
原
ロ
ー
マ
書
（
異
邦

人
に
）
一
章
、
一
∵
六
一
一
六
、
三
・
一
二
i
二
六
、
五
・
一
i
一

一
♪
八
節
、
　
一
二
章
、
一
三
章
、
　
一
五
・
一
瞬
－
三
三
。
　
ユ
ダ
ヤ

人
論
争
書
（
ユ
ダ
ヤ
人
に
）
二
・
一
一
五
、
一
七
一
三
・
二
〇
、
三
・

二
七
－
四
・
二
五
、
嵐
・
　
二
i
七
・
瀧
五
＼
九
、
　
…
○
、
　
一
；
早
、

附
加
と
し
て
一
四
二
一
一
五
・
三
、
　
後
と
書
き
と
し
て
一
、
五
・
四

一
一
三
。

　
㈲
　
二
文
書
が
縫
合
さ
れ
た
の
は
、
教
会
の
礼
拝
に
お
け
る
朗
、

読
の
た
め
と
思
わ
れ
る
（
お
そ
ら
く
エ
ペ
ソ
教
会
に
お
い
て
で
あ

ろ
う
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
ω
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
師
（
以
下
シ
蕩
師
と
す
る
）
は
当
時
の
ロ
ー

マ
教
会
が
異
．
邦
人
信
徒
の
優
勢
な
教
会
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
、

八
木
氏
も
「
ロ
ー
マ
醤
の
対
象
が
異
邦
人
僑
徒
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
正
し
い
」
と
私
の
主
張
を
認
め
た
上
で
、
律
法
問
題
は
異
邦

人
に
と
っ
て
も
関
心
纂
で
あ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
と
て
一
一
文
書
に

分
割
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
。
私
は
律
法
問
題
や
旧
約
の
引
用
な

ど
が
ユ
ダ
ヤ
人
．
を
泥
象
に
し
た
部
分
に
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
異
邦
人
に
徳
庵
問
題
は
関
心
が
な

か
っ
た
な
ど
と
は
、
の
べ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
ロ
ー
マ
書
の

律
法
問
題
は
パ
ウ
ロ
の
儒
後
幅
認
説
に
強
力
に
反
対
す
る
人
々
へ

の
論
駁
で
あ
．
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
人
々
は
ロ
ー
．
マ
教
会
の
極
め
て

少
数
と
思
わ
れ
る
ユ
ダ
ヤ
人
達
と
も
、
ま
た
そ
の
教
会
の
異
邦
人

信
徒
達
と
も
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
そ
の
よ
う
な
人
々

を
わ
れ
ら
の
聖
書
資
料
の
中
で
取
出
す
と
せ
ぽ
、
パ
ウ
ロ
と
の
接

触
を
考
え
て
も
、
エ
ペ
ソ
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
達
と
み
る
の
が
最
も
適

切
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
②
、
次
に
八
木
氏
も
認
め
て
い
る

文
体
の
相
違
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
デ
ィ
ア
ト
リ
ー
ベ
の
対
象

は
、
あ
ま
り
に
強
力
迫
真
で
あ
っ
て
、
単
に
仮
空
の
対
論
相
手
を

想
定
し
た
も
の
（
シ
ュ
師
）
と
考
え
ら
れ
な
い
。
同
一
教
会
の
ユ

ダ
ヤ
人
と
異
邦
人
に
は
夫
々
文
体
を
違
え
、
　
一
方
は
第
二
人
称
を

用
い
、
他
は
第
三
人
称
を
用
い
つ
つ
語
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
私

に
は
こ
れ
ら
は
二
つ
の
甥
個
の
文
書
と
み
る
方
が
も
っ
と
自
然
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
国
、
殊
に
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
前
文
に

も
後
文
に
も
異
邦
人
が
こ
の
手
紙
の
宛
先
で
あ
る
こ
と
が
明
白
に

の
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
宛
名

と
し
て
の
べ
ら
れ
て
い
な
い
ユ
ダ
ヤ
人
、
し
か
も
彼
ら
が
極
め
て

少
数
者
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
ユ
ダ
ヤ
人
に
向
か
っ
て
、
あ

れ
丈
の
強
い
論
陣
を
張
っ
て
律
法
問
題
を
論
じ
て
い
る
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
そ
れ
と
も
ロ
…
マ
の
ユ
ダ
ヤ
人
潔
斎
が
パ
ウ
ロ
の
信

28



仰
義
認
説
に
強
く
反
対
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
反
駁
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
可
能
性
は
使
徒
行
伝
の
終
を
み
て
も
、

ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

一　．29　一
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